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1、

町の人口
（48年8月＊現在）

人　口　23，838
男11，589
女12，249
世帯数　6，940

9月21日（1973）

■Ｎｏ．299後

毎月一回各家庭に配布

印　刷　冷牟田印刷合資会社編　柴　水巻町住民相談室′（電話601局4321）

日　曜　在　宅　医
9月23日　楠　本　医　院　内児科　頃末　691－2873
・30日　永　松　医　院　耳鼻科　頃末　691～0386

10月7日　森　田　医　院　内児科　樋口　691－0616
14日　村　田　医　院　内児科　頃宋　691～0745
21日　有　留　医　院　内児科　吉田　691－1394
28日　中　村　医　院　内児科　下二　691－5820

診療時間9：00－17：00、原則として往診はしません。

発　行　福岡県遠賀郡水巻町　発行人　水巻町長　伊藤衛門

ーことしは老人福祉法制定10周年－

敬
老
の
日
各
区
で
行
事

町
内
最
高
齢
者
は
永
沼
マ
サ
ノ
さ
ん

まだまだ元気な町内最高齢永沼アサノさん（右）とご夫婦そろっ

て長寿の山本仁蔵・♯リさんご夫妻（左）

九
月
十
五
日
は
敬
老
の
日
。
水
巻
町

で
は
各
地
区
ご
と
に
敬
老
会
が
催
さ

れ
、
お
年
寄
り
の
皆
さ
ん
に
楽
し
い
一

日
を
す
ご
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

水
巻
町
の
最
高
齢
者
は
伊
佐
座
の
永

沼
マ
サ
ノ
さ
ん
九
十
五
才
、
ま
た
、
ど

夫
婦
で
は
吉
田
団
地
の
山
本
仁
蔵
さ
ん

（
八
十
九
才
）
と
嚢
の
キ
リ
さ
ん
（
七

十
八
才
）
が
お
元
気
で
過
し
て
お
ら
れ

ま
す
。永
沼
さ
ん
は
明
治
十
一
年
日
月
二

十
八
日
生
ま
れ
「
近
ど
ろ
少
し
腰
が
曲

っ
て
き
て
」
と
い
わ
れ
な
が
ら
も
ま
だ

ま
だ
お
元
気
、
・
歩
行
も
、
目
も
耳
も
不

自
由
な
さ
そ
う
で
す
。

山
本
さ
ん
は
明
治
十
七
年
五
月
一
日

の
生
ま
れ
、
妻
の
キ
リ
さ
ん
と
お
二
人

そ
ろ
っ
て
健
康
に
明
る
く
暮
し
て
お
ら

れ
ま
す
。
キ
リ
さ
ん
の
作
る
料
理
な
ら

何
で
も
け
っ
こ
う
「
こ
れ
が
元
気
で
い

ら
れ
る
も
と
じ
ゃ
」
と
仲
良
く
に
こ
に

こ
さ
れ
て
い
ま
す
。

水
巻
町
内
で
米
寿
以
上
の
長
寿
者
は

町

内
　
長
　
寿

者
　
（
敬
称
略
）

永　　　吉成李書山

川本舅

仁
　
蔵

豊
　
吉

鏡
　
倣

新
　
洞

田
　
忠
次
郎

八九ノ＼八八
八〇九九九

沼女
マ

サ
ノ

ワ　イ　マ

サセ　ス

九
四
九
三
九
二
九
二
九
一
九
二
九
二
九
一
九
〇

別
表
の
と
お
り
男
五
人
、
女
十
八
人
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
い
つ
ま
で
も
お
だ

や
か
な
明
る
い
老
後
を
過
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
願
わ
ず
に
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

こ
と
し
は
老
人
福
祉
法
制
定
十
周
年

を
迎
え
、
十
五
日
か
ら
老
人
福
祉
週
間

が
始
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
と
し
の
主

題
は
「
み
ん
な
で
老
後
を
考
え
よ
う
」

と
な
っ
て
い
ま
す
。
町
で
も
独
の
轟
ら

し
の
老
人
の
把
嘩
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ｌ

巡
回
の
強
化
な
ど
に
力
を
入
れ
て
い
ま

す
が
、
近
く
の
お
年
寄
り
へ
の
い
た
わ

り
、
助
け
合
い
運
動
に
み
な
さ
ん
の
ど

協
力
を
お
顔
い
し
ま
す
。

行
政
管
理
庁
で
は
、
十
月
十
四
日
か
ら
十
月
二
十
日
ま
で
の
一
週

間
を
「
行
政
相
鉄
週
間
」
と
し
て
、
全
国
い
っ
せ
い
に
行
政
相
談
に

つ
い
て
の
措
行
事
を
行
な
う
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

水
巻
町
に
お
い
て
も
つ
ぎ
の
と
お
り
行
政
相
談
所
を
開
設
い
た
し

ま
す
の
で
ど
利
用
く
だ
さ
い
。

行
政
相
談
′
所
の
開
設

一
、
と
き
十
月
十
五
日
ュ3
～
16
時

二
、
と
こ
ろ

水
巻
町
々
民
会
館
日
本
間

三
、
相
敵
受
付
内
容

恩
給
・
年
金
・
保
険
・
登
記
・

農
地
・
道
路
・
河
川
・
郵
便
・

環
境
衛
生
・
公
害
・
生
活
保
護

・
国
鉄
・
電
々
・
公
団
・
公
庫

な
ど
の
仕
事
に
対
す
る
苦
情

四
、
相
談
受
付
者

○
行
政
相
談
委
員久
保
田
勝
馬

〇
九
州
管
区
行
政
監
察
局
職
員

石才田谷永椿高入

井津ロロ富　　松江
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固
定
資
産
税
の
改
正
七

四
十
八
年
度
分
の
精
算

こ
の
た
び
、
昭
和
四
十
八
年
度
の
固
定
資
産
税
の
課
税
方
法
が
改
正

に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
改
正
の
主
目
的
は
宅
地
に
課
税
さ
れ
る
固
定
資

産
税
の
合
理
化
に
あ
り
ま
す
。

従
来
、
宅
地
な
ど
に
つ
い
て
は
土
地
ご
と
の
評
価
額
の
上
昇
の
程
度

に
応
じ
て
一
定
割
合
（
一
～
四
割
）
の
増
加
に
お
さ
え
る
、
い
わ
ゆ
る

負
担
諷
整
措
置
を
と
っ
て
い
ま
し
た
が
、
今
回
そ
れ
を
撤
廃
し
て
固
定

資
産
税
本
来
の
あ
り
方
に
戻
り
評
価
額
に
基
づ
い
て
課
税
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
従
来
の
負
担
調
盤
措
置
を
撤
廃
し
て
評
価
額
に
基
づ
い
て

課
税
す
る
と
、
．
税
負
担
の
急
激
な
増
加
を
招
く
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で

従
来
の
負
担
調
整
措
置
を
基
礎
に
し
て
四
十
八
年
度
か
ら
五
十
年
度
ま

で
の
間
に
わ
た
り
新
し
い
税
負
担
の
激
変
緩
和
の
た
め
の
措
置
が
講
じ

ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
あ
ら
ま
し
に
つ
い
て
は
、
さ
き
に
住
宅
用
地
の
申

告
書
に
同
封
し
て
お
知
ら
せ
し
た
と
お
り
で
あ
り
ま
す
が
、
さ
ら
に
説

明
し
ま
す
と
宅
地
な
ど
（
農
地
以
外
の
土
地
）
に
つ
い
て
は
住
宅
用
地

と
非
住
宅
用
地
に
わ
け
て
課
税
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
で
は
、

こ
の
住
宅
用
地
と
い
う
の
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
、
そ
れ
は
「
も
っ
ぱ

ら
人
の
居
住
の
用
に
供
す
る
家
屋
（
専
用
住
宅
）
又
は
、
そ
の
一
部
を

人
の
居
住
の
用
に
供
す
る
家
屋
（
併
用
住
宅
）
で
政
令
で
定
め
る
敷
地

の
用
に
供
さ
れ
て
い
る
土
地
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。
す
な
わ
ち
住
宅
用

地
の
要
件
と
し
て
は
、
第
一
に
そ
の
土
地
に
存
す
る
家
屋
が
住
宅
で
あ

る
こ
と
、
そ
し
て
ど
の
よ
う
な
家
屋
を
住
宅
に
す
る
の
か
に
つ
い
て
は

さ
き
に
述
べ
た
よ
う
に
、
も
っ
ぱ
ら
居
住
の
用
に
供
す
る
家
屋
、
い
わ

ゆ
る
専
用
住
宅
は
当
然
住
宅
で
す
が
、
併
用
住
宅
に
つ
い
て
は
住
宅
と

し
て
取
扱
う
べ
き
も
の
の
範
囲
が
こ
ま
か
く
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

次
に
そ
の
土
地
が
住
宅
の
敷
地
の
用
に
供
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
す
。

そ
こ
で
通
常
の
住
宅
の
場
合
は
、
敷
地
の
用
に
供
さ
れ
て
い
る
か
ど
う

か
の
問
題
が
生
ず
る
こ
と
は
あ
ま
り
な
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
住
宅

に
し
て
ほ
極
端
に
広
い
土
地
希
有
す
る
よ
う
な
場
合
な
ど
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
住
宅
用
地
と
し
て
認
定
す
る
基
準
を
決

め
て
い
ま
す
。
例
え
ば
家
崖
の
敷
地
の
用
に
供
さ
れ
て
い
る
土
地
の
面

棟
が
、
そ
の
家
屋
の
床
面
積
の
十
倍
ま
で
の
面
棟
と
い
っ
た
よ
う
に
、

ま
た
家
屋
は
、
そ
の
家
屋
に
係
る
居
住
部
分
の
割
合
が
家
慶
の
構
造
ご

と
に
こ
ま
か
く
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
（
別
表
参
照
）
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福
祉
活
動
に
参
加
を

ひとりぐらしのお年寄りに

110番ブザーの贈りもの

町
社
会
福
祉
協

議
会
で
は
ひ
と
り

ぐ
ら
し
の
お
年
寄

り
に
、
万
一
の
事

故
の
場
合
の
用
心

と
し
て
「
二
〇

番
ブ
ザ
ー
」
を
配

っ
て
い
ま
す
。
対

象
は
七
十
歳
以
上

の
ひ
と
り
ぐ
ら
し

の
お
年
寄
り
六
十

三
世
帯
で
す
が
、

ど
近
所
の
方
の
協

力
で
、
緊
急
な
場

以
上
述
べ
た
も
の
が
、
大
体
住
宅
用
地
と
し
て
課
税
さ
れ
、
そ
れ
以
　
盟

外
の
宅
地
な
ど
に
つ
い
て
は
非
住
宅
用
地
と
し
て
取
扱
わ
れ
ま
す
。
こ
　
㍊

の
よ
う
な
こ
と
か
ら
住
宅
用
地
の
適
切
な
甜
定
を
行
な
う
た
め
の
資
料
…
一

と
し
て
、
皆
さ
ん
方
に
住
宅
用
地
の
申

告
を
し
て
い
た
だ
い
た
わ
け
で
す
が
、

ま
だ
申
告
を
さ
れ
て
い
な
い
方
は
す
ぐ

さ
れ
な
い
と
、
固
定
資
産
税
が
高
く
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

も
う
一
つ
の
改
正
点
は
、
固
定
資
産

税
の
免
税
点
の
引
き
上
げ
で
あ
り
、
課

税
棟
準
が
土
地
は
十
五
万
（
旧
八
万
）

家
屋
八
万
（
旧
五
万
）
償
却
資
産
百
万

（
旧
三
十
万
）
に
そ
れ
ぞ
れ
改
正
さ
れ

ま
し
た
。
し
た
が
っ
て
四
十
八
年
度
分

と
し
て
す
で
に
課
税
し
て
い
ま
す
固
定

資
産
税
は
、
徴
税
命
容
を
送
付
し
た
と

き
に
は
お
知
ら
せ
し
て
い
た
よ
う
に
仮

課
税
と
な
り
、
そ
の
精
算
は
三
期
、
四

分
に
よ
り
行
な
い
ま
す
の
で
ど
了
承
を

お
願
い
し
ま
す
。

家　　　　 屋 居　 住　 部 ｒ分　 の　 割　 合 率

地上階数 5 以 4 分の 1 以上 2 分の 1 未満 0 ．5

上 を有する耐

火建築物であ
2 分 の 1以上 4 分 の 3 未満 0．75

る家屋 4 分 の 3 以上 1．0

上記に掲げる
家屋以外の家
屋

4 分の 1 以上 2 分の 1 未満 0．5

2 分の 1 以上 1．0

日
本
人
の
平
均
寿
命
は
男
七
十
・
四

九
、
女
七
十
五
・
九
二
歳
と
世
界
の
長

寿
国
の
仲
間
入
り
し
て
い
ま
す
が
、
こ

れ
は
ま
た
、
高
齢
化
社
会
へ
社
会
構
造

が
変
っ
て
き
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い

ま
す
。
こ
の
こ
と
は
必
然
的
に
お
年
寄

り
だ
け
の
世
帯
や
一
人
ぐ
ら
し
の
老
人

を
ふ
や
し
て
い
ま
す
。
そ
の
は
か
寝
た

き
り
の
老
人
も
多
く
な
っ
て
き
て
お

り
、
こ
れ
ら
の
お
年
寄
り
の
生
活
を
守

り
、
ま
た
高
め
る
た
め
に
は
政
府
、
地

方
自
治
体
、
地
域
社
会
、
企
業
そ
し
て

ひ
と
り
ひ
と
り
の
国
民
が
そ
れ
ぞ
れ
で

き
る
努
力
を
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
こ
う
し
た
状
況
を
背
景
に
、
町
で
も

老
人
福
祉
に
た
ず
さ
わ
る
者
（
社
会
補

祉
協
涛
会
、
民
生
委
員
、
老
人
ク
ラ
ブ

婦
人
会
）
を
甲
心
に
寝
た
き
り
や
ひ
と

り
ぐ
ら
し
の
老
人
へ
「
友
愛
訪
問
」
「

愛
の
ひ
と
声
運
動
」
な
ど
の
活
動
で
、

あ
た
た
か
い
心
の
ふ
れ
合
う
老
人
福
祉

が
す
す
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
老
人
の

生
活
者
守
り
、
そ
の
福
祉
を
高
め
る
こ

と
は
社
会
全
体
の
責
任
で
し
ょ
う
。

私
た
ち
ひ
と
り
ひ
と
り
が
老
人
福
祉

の
た
い
せ
つ
な
こ
と
を
理
解
し
、
自
分

の
地
域
に
住
む
老
人
福
祉
の
た
め
に
、

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
努
力
し
、
参
加
さ

れ
る
こ
と
を
お
願
い
し
ま
す
。

合
の
連
絡
体
制
を

つ
く
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
は
近
ぐ
の
方
が
盲
一
回
坊
間

し
、
声
を
か
け
ら
れ
て
い
る
も
の
で
、

み
ん
な
で
す
す
め
て
い
る
地
域
活
動

に
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
ど
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

名

誉

町

民

野
添
芳
尾
氏
ご
逝
去

水
巻
町
名
誉
町
民
野
添
芳
崖
氏
（
草
彰
を
受
け
ら
れ
、
昭
和
四
十
一
年
十
一

年
七
十
六
歳
）
は
か
ね
て
か
ら
病
気
凍
月
水
巻
町
名
誉
町
民
に
推
さ
れ
て
お
ら

喪
中
で
し
た
が
八
月
十
八
日
ど
逝
去
さ

れ
ま
し
た
。
氏
は
議
会
議
負
と
し
て
町

行
政
に
寄
与
さ
れ
た
ほ
か
、
戦
前
戦
後

を
通
じ
、
商
工
界
、
教
育
界
、
社
会
福

祉
関
係
な
ど
各
方
面
に
物
心
両
面
に
わ

た
る
援
助
を
さ
れ
、
昭
和
三
十
三
年
に

は
故
郷
の
大
分
県
か
ら
、
三
士
ハ
年
に

は
福
岡
県
か
ら
柑
授
褒
章
を
受
章
さ
れ

た
は
か
各
界
か
ら
限
り
な
い
感
謝
と
衰

れ
た
も
の
で
す
。

つ
つ
し
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
、
町

民
の
皆
さ
ま
に
お
知
ら
せ
い
た
し
ま

す
。
難
病
治
療
費

負
担
し
ま
す

県
で
は
難
「
よ
者
を
救
済
す
る
た
め

の
難
病
救
済
制
度
を
四
月
か
ら
発
足
さ

せ
て
い
ま
す
。
こ
の
制
度
は
厚
生
省
が

指
定
し
た
ス
モ
ン
、
ベ
ー
チ
エ
ツ
ト
、

重
症
筋
無
力
症
、
全
身
性
エ
リ
ト
マ
ト

ー
デ
ス
、
再
生
不
良
性
貧
血
、
多
発
性

硬
化
症
の
六
病
を
対
象
と
し
、
こ
れ
ら

の
難
病
に
か
か
っ
て
い
る
人
の
治
療
費

の
負
担
を
県
が
補
助
負
担
し
よ
う
と
す

る
も
の
で
す
。
費
用
負
担
期
間
は
六
カ

月
間
で
す
が
必
要
に
応
じ
て
継
続
で
き

ま
す
。対
象
者
は
「
特
定
疾
患
医
療
受
給
者

累
交
付
申
締
啓
」
に
診
断
軍
住
民
票

を
添
え
て
保
健
所
に
申
綺
し
て
く
だ
さ

い
。
申
緒
章
の
交
付
、
相
談
の
受
付
は

保
健
所
で
い
た
し
ま
す
。

家
出
人
な
ど

さ
が
し
ま
す

北
九
州
市
警
察
部
は
、
「
家
出
人
等

を
さ
か
す
相
談
所
」
を
開
設
い
た
し
ま

す
。
こ
の
相
談
所
は
、
家
出
人
の
所
在

や
身
元
の
わ
か
ら
な
い
死
者
の
身
元
を

確
認
し
て
家
族
に
引
渡
す
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
家
族
や
知
人
で
家
出
し
た
ま
ま

行
方
の
わ
か
ら
な
い
人
な
ど
が
あ
っ

て
、
心
配
さ
れ
て
い
る
方
は
こ
の
機
会

に
ぜ
ひ
ど
利
用
く
だ
さ
い
。
秘
密
は
固

く
守
ら
れ
ま
す
。
・

◇
日
時
九
月
二
十
五
日
（
火
）
か
ら
九
月
二

十
八
日
（
金
）
ま
で
毎
日
午
前
九
時

三
十
分
か
ら
午
後
四
時
ま
で

◇
場
所
北
九
州
市
小
倉
区
北
九
州
市
警
察
部

（

電

）

5

6

1

～

7

1

、

7

1

、症転
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住
吉
君
大
会
新
で
優
勝
（
ほ
時
卵
射
一

長
浜
君
も
準
優
勝
五
十
メ
ー
ト
ル
自
由
形

八
月
十
九
日
行
橋
市
民
プ
ー
ル
で
開

に
大
会
新
記
録
で
優
勝
、
ま
た
長
浜
哲
始
め
た
の
は
入
学
し
て
か
ら
、
ス
ポ
ー

催
さ
れ
た
第
士
ハ
回
県
民
体
育
大
会
水
也
君
（
頃
末
）
も
同
自
由
形
で
二
位
入

泳
競
技
で
、
住
吉
勝
之
君
（
頃
未
）
が
賞
の
好
成
績
を
あ
げ
ま
し
た
。

十
才
以
下
の
部
、
五
十
メ
ー
ト
ル
平
泳
　
両
君
は
現
在
四
年
生
で
す
が
水
泳
を

ツ
少
年
団
と
北
豊
ス
イ
ミ
ン
グ
ク
ラ
ブ

に
籍
を
お
い
て
の
猛
練
習
が
実
っ
た
も

の
で
、
関
係
者
の
間
で
今
後
の
成
長
が

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

配
線
　
住
吉
勝
之
君
　
5
0
椚
平
泳
4
4

秒
5
（
大
会
新
）
　
長
浜
哲
也
君

5
0
甥
自
由
形
　
二
位
　
3
5
秒
5

ゴ
ミ
の
．
収
集
日

が
か
わ
り
ま
す

住吉勝之君（右）と長浜哲也君（左）

ゴ
ミ
の
収
集
日
が
十
月
一
日
か
ら
過

二
回
に
変
わ
り
ま
す
。
各
地
区
と
も
収

集
日
を
間
違
え
ず
、
ゴ
ミ
を
出
し
て
い

た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
変
更
後

の
収
集
日
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

◇
燃
え
る
ゴ
ミ

月
曜
日
…
吉
田
ノ
一
・
吉
田
ノ
二
・

宮
田
ノ
三
・
鯉
口
区
・
美

吉
野
団
地

火
曜
日
…
立
屋
敷
・
伊
左
座
・
上
二

・
上
二
町
住
・
下
二
・
下

二
町
住

水
曜
日
…
古
賀
区
・
梅
ノ
木
・
高

松
区
・
三
ツ
頭
区

木
曜
日
…
吉
田
田
地
・
中
央
区
・
松

栄
荘
（
大
平
地
区
）
・
頃

末
（
旭
町
地
区
）
・
猪
熊

（
入
柳
地
区
を
除
く
）
・

猪
熊
町
住

金
曜
日
…
入
江
興
産
・
み
ず
ほ
団
地

・
宮
ノ
下
社
宅
・
机
社
宅

・
机
・
古
賀
・
新
生
街
・

頃
末
（
大
平
・
旭
町
を
除

く
）

土
曜
日
…
樋
口
・
猪
熊
（
入
柳
）

◇
燃
え
な
い
ゴ
ミ

○
筒
一
・
夢
二
水
曜
日

国
華
二
号
線
よ
り
南
部
（
中
央
区

・
頃
未
丸
の
内
を
除
く
）
。

○
琴
一
・
第
四
水
曜
日

国
導
二
号
線
よ
り
北
部
（
猪
熊
は

入
柳
地
区
だ
け
含
み
、
他
の
猪
熊

・
猪
熊
町
住
は
除
く
）
。

〇
第
二
・
第
四
土
曜
日

猪
熊
・
猪
熊
町
住
（
入
柳
地
区
を

除
く
）
。

◇
粗
大
ゴ
ミ

○
第
一
土
曜
日

国
道
三
号
線
よ
り
南
部
（
中
央
区

・
頃
未
丸
ノ
内
を
除
く
）
。

○
第
二
土
曜
日

猪
熊
・
猪
熊
町
住
（
入
柳
地
区
を

除
く
）
。

第
三
土
曜
日

国
道
三
号
線
よ
り
北
部
（
猪
熊
は

入
柳
地
区
だ
け
含
み
、
他
の
猪
熊

・
猪
熊
町
住
は
除
く
）
。

乳
児
検
診

該
当
す
る
赤
ち
ゃ
ん
は
是
非
受
け
て

く
だ
さ
い
。

一
、
按
当
児

生
後
十
三
ケ
月
ま
で
の
乳
幼
児

二
、
日
時
十
月
十
二
日
（
金
）

午
後
一
時
⊥
ニ
時
（
受
付
）

三
、
場
所
町
民
会
館
ホ
ー
ル

※
①
当
日
は
母
子
手
帳
を
持
参
し
て
く

だ
さ
い
′

⑧
検
診
を
受
け
る
幼
児
に
つ
い
て
は

十
月
一
日
か
ら
七
月
六
日
ま
で
の
間
に

予
診
を
し
ま
す
。
保
護
者
は
母
子
手
帳

を
持
参
の
う
え
役
場
衛
生
係
に
き
て
く

だ
さ
い
。生

ワ

ク

投

与

小
児
マ
ヒ
予
防
の
た
め
の
生
ワ
ク
投

与
を
つ
ぎ
の
と
お
り
行
な
い
ま
す
。
該

当
児
は
も
れ
な
く
服
用
し
て
だ
さ
い
。

一
、
該
当
児

ィ
、
夢
ｌ
回
目
の
服
用

生
後
3
ケ
月
～
1
8
ケ
月
の
乳
幼
児

ロ
、
第
二
回
目
の
服
用

生
後
3
ケ
月
～
1
8
ケ
月
の
乳
幼
児

で
、
現
在
ま
で
に
一
回
だ
け
服
用

し
て
い
る
も
の
。

二
、
日
時
　
1
0
月
5
日
（
金
）

三
、
場
所
　
町
民
会
館
ホ
ー
ル

四
、
料
金
　
無
料

※
1
母
子
手
帳
を
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。

2
当
日
の
体
温
は
必
ず
計
っ
て
き
て

く
さ
い
。

3
前
日
ま
で
に
役
場
衛
生
係
に
間
珍

票
を
と
り
に
来
て
く
だ
さ
い
。

身
体
障
害
者
へ

生
活
用
具
を
支
給

「－住宅政策のもとになる

住宅統計調査にご協力を

十
月
一
日
を
基

準
に
、
一
日
か
ら

十
日
ま
で
「
住
宅

統
計
調
査
」
が
行

な
わ
れ
ま
す
。

こ
の
住
宅
統
計

調
査
は
昭
和
二
十

三
年
以
来
五
年
ご

と
に
行
な
わ
れ
て

お
り
、
こ
と
し
は

革
六
回
日
に
な
り

ま
す
。調
査
は
全
国
的

規
模
に
よ
り
実
施

さ
れ
ま
す
が
、
水

巻
町
で
は
全
地
域

か
ら
十
九
の
調
査

区
を
抽
出
し
調
査

し
ま
す
。
こ
の
調

県
は
、
在
宅
の
重
度
障
害
者
（
児
）

に
日
常
生
活
用
具
の
支
給
・
貸
与
を
し

て
い
ま
す
。
希
望
者
は
九
月
末
ま
で
に

身
体
障
害
者
手
帳
と
印
か
ん
を
持
参
の

う
え
、
役
場
民
生
係
ま
で
申
込
み
を
し

て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
所
得
の
額
に
応
じ
て
一
部
負

担
し
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◇
対
象
者

の
身
体
障
害
者
手
帳
を
も
ち
、
障
害

名
が
下
肢
ま
た
は
体
幹
の
人
。

∽
障
害
の
程
度
が
一
級
又
は
二
級
の

人
。

◇
給
付
○
浴
そ
う
湯
沸
し
器
・
便
器

◇
貸
与
○
特
殊
寝
台
・
訓
練
用
ベ
ッ
ト

問
合
せ
は
、
役
場
民
生
係
ま
た
は
福

祉
事
務
所
身
障
係
へ
。

査
は
つ
ぎ
の
と
お

り
住
宅
政
策
の
基
礎
資
料
と
な
る
た
い

せ
つ
な
も
の
で
す
か
ら
調
査
員
が
お
た

ず
ね
し
た
と
き
は
調
査
に
ど
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

住
宅
統
計
調
査
と
は
、
ど
の
よ
う
な

建
て
方
・
構
造
の
住
宅
が
ど
の
く
ら
い

あ
り
、
ま
た
ど
の
よ
う
な
人
た
ち
が
そ

の
住
宅
に
居
住
し
て
い
る
か
を
調
査
す

る
こ
と
に
よ
り
、
住
宅
に
困
っ
て
い
る

世
帯
が
ど
の
く
ら
い
あ
り
、
そ
れ
は
ど

こ
の
地
区
に
多
い
か
を
明
確
に
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
住
宅
の
規
模
・
構
造
・

設
備
・
宅
地
あ
る
い
は
住
民
の
居
住
状

態
が
ど
の
よ
う
に
変
わ
っ
て
い
る
か
を

明
確
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。
こ
の
結
果
は
住
宅
関
係
の
種
々
の

計
画
や
施
策
の
基
礎
資
料
と
し
て
利
用

さ
れ
ま
す
。

抽
出
調
査
区
と
調
査
員
は
つ
ぎ
の
と

お
り
で
す
。

古
賀
（
行
正
悟
）
　
頃
宋
駅
周
辺
（

上
村
満
）
　
中
央
区
（
盛
田
節
雄
）

吉
田
二
大
橋
（
桑
山
厳
）
　
吉
田
二
加

輪
地
（
白
石
三
明
）
　
吉
田
区
（
精
松

利
光
）
　
二
町
住
（
吉
海
正
治
）
　
猪

熊
（
小
金
丸
博
光
）
　
二
（
山
崎
勇
）

猪
熊
町
住
（
今
井
久
之
）
　
三
ッ
頭
区

（
日
商
常
雄
）
　
樋
口
（
鈴
木
政
博
・

鈴
木
稀
雄
・
鈴
木
弘
子
）
　
高
松
区
（

武
庫
一
三
）
　
梅
ノ
木
区
（
藤
川
久
雄

・
緒
方
義
雄
・
馬
場
次
雄
）
　
古
賀
区

（
藤
本
孝
則
）
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．

．
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＿
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1

．

．

　

　

－

　

　

．

．

　

　

－

　

　

．

－

　

　

－

　

　

．

．

　

　

－

　

　

．

．

　

　

－

　

　

－

．
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．
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．

．
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．

．

－
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1

－

．

－

　

　

－

　

　

．

．

　

　

－

　

　

．

．

　

　

－

　

　

．

．

　

　

－

　

　

．

．

　

　

－

　

　

－

．

－
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－

　

．

．

－

－

－

－

－

．

．

　

　

－

　

　

1

．

　

　

－

　

　

．

．

　

　

－

　

　

．

．

1

．

水
巻
町
職
員

採
用
試
験

一
、
採
用
予
定
人
員

一
般
事
務
職
風
　
男
女
各
若
干
名

二
、
受
験
資
格

の
男
女
と
も
学
歴
は
問
い
ま
せ
ん
。

∽
年
令
は
男
女
と
も
昭
和
2
4
年
4
月

2
日
か
ら
昭
和
3
1
年
4
月
1
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
者
。
．

三
、
第
一
次
試
験

の
試
験
科
目

教
整
試
験
、
作
文
試
験

∽
日
時
、
場
所

の
期
日
…
昭
和
4
8
年
ュ
1
月
ｎ
日

㈹
時
間
、
場
所
は
別
途
連
絡
い
た

し
ま
す
。

四
、
第
二
次
試
験

日
口
述
試
験

∽
日
時
、
場
所

昭
和
4
8
年
1
2
月
上
旬
に
水
巻
町
役

場
で
行
な
い
ま
す
。

五
、
身
上
調
査

提
出
毒
に
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
正
し
い
か
ど
う
か
に
つ
い
て
謝
査

し
ま
す
。

六
、
受
験
手
続
お
よ
び
受
付
期
間

川
申
込
先

水
巻
町
役
場
　
人
事
課

∽
受
付
期
間

昭

和

4

8

年

1

0

月

1

日

～

ュ

0

月

2

0

日

そ
の
他
、
こ
の
試
験
に
つ
い
て
の
問

い
合
せ
は
水
巻
町
役
場
人
事
課
人
事
係

で
お
答
え
い
た
し
ま
す
。

（

電

）

6

0

1

－

4

3

2

1

福
岡
県
職
員
採
用
試
験

一
、
受
付
期
間

9
月
2
5
日
～
1

0
月
5
日

二
、
試
験
の
種
類

上
級
化
学
Ａ
（
採
用
人
員
7
名
）

上
級
化
学
Ｂ
（
採
用
人
員
ュ

2
名
）

三
、
受
験
資
格

・
化
学
Ａ
…
昭
和
1

8
年
4
月
2
日
～

昭
和
2
6
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
者
・
化
学
Ｂ
…
昭
和
1
9
年
4
月
2
日
～

昭
和
2
7
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
者

四
、
試
験
日
及
び
試
験
種
目

・
1
0
月
1
4
日
　
9
時
～
1
5
時

・
教
養
拭
験
、
専
門
試
験

五
、
そ
の
他

こ
の
試
験
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ

先
は
、
福
岡
県
人
事
委
員
会
事
務
局

（

電

）

0

9

3

1

2

9

－

3

0

6

7

警

察

官

募

集

「

採

用

予

定

人

見

二

欄

紅

紅

絹

昭

和

2

1

年

4

月

2

日

か

ら

昭

和

3

1

年

4

月

1

日

ま

で

に

生

ま

れ

た

男

子

三

、

試

験

期

日

及

び

試

験

地

の

第

一

次

試

験

ュ

0

月

2

8

日

8

時

半

～

ュ

7

時

北

九

州

市

小

倉

高

等

学

校

（

小

倉

区

愛

宕

2

丁

目

）

∽

第

二

次

拭

験

1

1

月

下

旬

福

間

市

四

、

受

付

期

間

9

月

ュ7

日

～

1

0

月

1

9

日

五

、

申

込

用

紙

の

請

求

先
。
福
岡
市
甲
央
区
天
神
一
－
一
－
一

福
岡
県
警
察
本
部
警
務
課
試
験
係

（

電

）

0

9

2

1

7

4

－

2

2

3

⊥

・
福
岡
県
下
の
各
警
察
署

六
、
申
込
み
先

福
岡
市
甲
央
区
天
神
一
－
一
－
一

福
岡
県
警
察
本
部
警
務
課
試
験
係

郵
便
で
申
し
込
む
場
合
は
封
筒
の
表

に
「
警
察
官
試
験
申
込
」
と
朱
着
し

て
く
だ
さ
い
。

郵
政
外
務
職
員

一
採
用
人
員
（
男
子
の
み
）

九
州
　
約
三
五
〇
名

そ
の
他
　
三
五
〇
名

二
、
応
募
資
格

昭
和
2
3
年
4
月
2
日
～
昭
和
3
1
月

4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
健
康

な
男
子
。

三
、
試
験
日
、
試
験
地

川
第
一
次
試
験

試
験
日
…
昭
和
2
8
年
ュ

0
月
1
4
日

試
験
種
目
…
教
養
及
び
作
文
試
験

試
験
地
…
北
九
州
市
小
倉
郵
便
局

は
第
二
次
試
験

試
験
日
…
昭
和
4

8
年
1
1
月
上
旬

試
験
種
目
…
面
接
及
び
適
性
検
査

身
体
検
査

四
、
申
込
受
付
期
間

9
月
ュ

7
日
～
9
月
2
9
日

受
験
希
望
者
は
、
9
月
1
日
以
降
も

よ
り
の
郵
便
局
ま
で
申
込
書
を
請
求
し

て
く
だ
さ
い
。

戦
没
者
合
同
慰
霊
祭

過
ぎ
し
大
戦
に
お
い
て
戦
没
さ
れ
　
慰
霊
祭
を
つ
ぎ
の
と
お
り
行
な
い
ま

た
方
に
対
し
、
水
巻
町
戦
没
者
合
同
　
す
。

ど
遺
族
を
は
じ
め
町
民
の
皆
さ
ん

の
ど
参
列
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
時
　
1
0
月
1
6
日
　
午
前
1
0
時

場
所
　
町
民
会
館
ホ
ー
ル

四
十
八
年
療
第
二
回
秋
期
狂
犬
病
予

防
注
射
と
畜
犬
登
録
を
次
の
と
お
り
行

い
ま
す
。

◇
日
程

1
0
月
16
日

梅
ノ
木
労
務
構
1

0
時
～
1
2
時

古
賀
区
労
務
構
1

3
時
半
～
1
5
時
半

ュ
0
月
17

高
松
労
務
横
1

0
時
～
1
2
時

樋
口
公
民
館
前
ュ

3
時
半
～
1
5
時
半

1
0
月
20
日

猪
熊
町
住
公
民
館
前

9
時
半
～
ュ

1
時
半

1
0
月
2
4
日

上
二
公
民
館
前
1

0
時
～
㍑
時

下
二
町
住
公
民
館
前

1

3
時
半
～
1
5
時
半

1
0
月
2
5
日

吉
田
ノ
一
公
民
館
前

9
時
半
～
1

1
時
半

吉
田
ノ
三
公
民
館
前

1

3
時
半
～
1
5
時
半

ュ
0
月
2
6
日

机
社
宅
公
民
館
前

9
時
半
～
1
1
時
半

ュ0
月
27
日

役
場
玄
関
前
9
時
～
1
2
時

◇
料
金注
射
料
　
二
百
円

登
録
料
　
三
百
円

｝
計
五
百
円

※
な
お
、
こ
の
日
程
で
注
射
を
う
け
な

か
っ
た
犬
に
つ
い
て
は
ュ
1
月
7
日
（
水

）
1
0
時
～
1
5
時
に
役
場
玄
関
前
で
行
い

ま
す
。ま
た
、
不
用
犬
を
捨
て
る
と
野
犬
化

し
て
非
常
に
危
険
で
す
。
不
用
犬
が
で

た
と
き
は
保
健
所
に
連
絡
し
て
引
取
っ

て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

原
爆
手
当
の
支

給
基
準
の
改
正

四
十
八
年
十
月
か
ら
原
爆
被
爆
者
の

手
当
の
支
給
基
準
が
改
正
さ
れ
ま
す
。

今
回
の
改
正
で
新
し
く
健
康
管
理
手

当
を
う
け
る
資
格
が
で
き
る
人
（
五
十

才
以
上
五
十
五
才
未
満
で
支
給
要
件
に

あ
て
は
ま
る
人
）
は
、
十
月
三
十
一
日

ま
で
に
保
健
所
に
申
請
す
れ
ば
認
定
の

う
え
十
月
か
ら
手
当
の
支
給
が
受
け
ら

れ
ま
す
。
そ
の
他
の
手
当
の
支
給
基
準
に
つ
い

て
も
変
更
さ
れ
て
い
ま
す
。
く
わ
し

い
こ
と
は
遠
賀
保
健
所
（
電
六
九
一
－

四
〓
ハ
一
番
）
　
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ

い
。

ー

お

　

礼

1

故
羽
根
　
タ
キ
殿

香
典
返
し
と
し
て
つ
ぎ
の
方
か
ら
杜
散
光
末
与
八
郎
殿

会
福
祉
協
議
へ
ど
寄
贈
を
受
け
ま
し
敬
野
添
芳
尾
殿

た
。
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
と
と
も
に
つ

つ
し
ん
で
故
人
の
ど
冥
福
を
お
祈
り
い

故
葛
目
　
勝
種
殿

た
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
故
樋
口
　
利
夫
殿

羽
根
　
万
蔵
殿

光
末
シ
ズ
子
殿

野
添
　
繁
生
殿

葛
目
千
江
子
殿

樋
口
　
徳
利
殿
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